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シラバス解説法を基礎とした学修成果向上策の研究＊
―所属学科のポリシーを俯瞰させ体系的学力を培う―
Learning Outcomes’ Improvements based on the Syllabus Analysis Method





The teachers consider a systematicness and a continuity of the learning and effectiveness in a stage to 
devise a new student acceptance policy, a course of study formation policy, a policy about the laureation 
enough.
However, doubt stays whether it is performed as they were decided at the stage that teachers practice this 
consideration matter, the stage to evaluate learning outcome again beforehand.
On the other hand, it is considerably difficult to overlook what students should do for oneself along this 
after understood these consideration matters.
Therefore, at first teachers consider over a consideration matter again.
And, based on this, it is necessary for teachers to explain these to students at the time of a semester start 
and all over the period and the end. And it is necessary to grasp how students understood it.
In addition, teachers let a student evaluate it by oneself, and it is necessary to intervene with support of the 
education that accepted degree of understanding of students.
The proof to advocate this necessity depends on the next hypothesis. In other words it means that “the 
learning outcome that is expected if a student overlooks the content that self should learn is provided”.
It is the next matter that I finally want to clear it. To become independent in the future, what should the 





































































具体的内容は表 1 で示す 6 つの要素からなると考えている。評価の観点 4 つは初等中等教育で言う
「関心・意欲・態度」「思考・判断（課題対応）」「技能・表現」「知識・理解」に類似したものを適
用することが適切と考えられる。
表 1 　評価基準としての 6 つの軸
自己の範囲に留まる基準 他の人や事象と関わりのある基準
軸 1 軸 2 軸 3 軸 4 軸 5 軸 6
学　力（知育） 人間性（徳育） 健康・体力（体育） 学　力（知育） 人間性（徳育） 健康・体力（体育）
評価の観点 4 つ 評価の観点 4 つ 評価の観点 4 つ 評価の観点 4 つ 評価の観点 4 つ 評価の観点 4 つ


























図 2 　PDCA の連鎖の概念
知識を得るための手立ては P であり、知識を得る行動は D であり、得た知識が十分であるかど
うかの確認と再度の判断は C である。この例は 1 つの判断をするという局所的なサイクルである
が、大きな PDCA では、メタ認知によって連続性・合理性・効率性の面から評価した行動計画を
実施しつつ、次の行動に向けた施策を練る。それは先行する PDCA の結果が、以降の PDCA に影
響をもたらすからであることと、一般的に施策にはいくつかの候補があるので、その中から最適
なものを探すためであり、これらの思考過程はメタ認知にあたる。その概念は図 2 に示すように、
小さな PDCA の連鎖として目標とする大きな PDCA を完成させることを考えれば理解しやすい。
図 2 に示すように計画段階では整然とした PDCA の連鎖も、実践段階に入ると、先行する小さな





















































































を自分の言葉で何個記述できるかが評価の 8 割、レポートの内容や授業態度が 2 割。


















































































































を自分の言葉で何個記述できるかが評価の 8 割、レポートの内容や授業態度が 2 割。










































































し 1 軸～ 6 軸に記述する内容の観点の表現は、～が理解できた、～が出来るようになった、～の力
がついたなどのように、自己評価したことを具体的に自分の言葉で記述することを望んで書き直し
てある。 1 軸～ 6 軸の空欄にはその内容を書き留めてもらう。教員としては「表 2 　講義概要説明




























































































り「ポートフォリオ指導」という講座を、30名を 1 クラスとして開講した。ここでは「5W1H ＋メ























































めることが学修の成果に繋がる」という仮説の下に、「 2 ．学習構造の静的概念」「 3 ．学習構造の
動的概念とその要素」を考察の基本に据え、「 4 ．評価の観点を意識化させるシラバスの工夫」で
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